
着ぐるみの取扱方法と注意事項 

 

１．脱着について 

 ①装着者は、直接肌が胴体部分に触れないように、長袖Ｔシャツやジャージ等の服装を心がけ

ること。 

 ②必ず頭巾を着用してヘッド（頭部）をかぶること。また、ヘッドをきちんと固定するよう付

属のあごひも（マジックテープ）をとめること。 

 ③着ぐるみの袋についている写真のとおり、正しく着用すること。 

 ④脱着は、関係者以外の人目のあるところでは絶対に行わないこと。※特に子供の前では厳禁 

 ⑤脱着の際にヘッドを置く場合は、汚れていない安定した場所にかぶる部分を下にして置く

こと。 

 

２．装着中について 

 ①着ぐるみを破損しないよう動き等にも細心の注意をはらって取り扱うこと。 

 ②雨天時等は、屋外で使用しないこと。 

 ③視界が悪いため、急に体の向きを変えたりせず、可能な限り付添人をつけ周りにいる子供達

に怪我をさせないよう気を付けること。 

 ④声を出さないこと。 

 ⑤長時間のイベントでは、無理をせず早めに休憩すること。特に夏場は熱中症に十分注意する

こと。 

 ⑥歩く時は、靴の破損を防ぐため、足を引きずらないこと。 

 ⑦演技や動作をする時は、大きく動くよう心がけること。 

 ⑧子供達と接する時は、しゃがむなどし必ず子供たちの目線まで下げてコミュニケーション

をとること。 

 

３．使用後及びその他の注意 

 ①使用後は、破損箇所等がないか必ず確認し、破損等がある場合は、協議会まで必ず連絡をす

ること。（服や靴破損、口や目の部分の破損（凹みなど）を確認） 

 ②使用後、きつく絞ったタオルで汗、汚れ等を拭き取り、乾かしてください。その後、指定し

たパーツはクリーニングを行うこと。 

 ③返却にあたり、頭巾や手袋など返却するものが揃っているか、着ぐるみの袋についている、

貸し出しチェックシートで確認を行い記入すること。 

 ④協議会への返却時、紛失及び破損等がないかの確認に立ち会うこと。 

 ⑤着ぐるみの運搬時は、破損を防ぐため積み重ねたり強い力での圧迫を避けること。複数の着

ぐるみの運搬は、ワゴン車やライトバンなどが望ましい。 

 ⑥返却時または返却後、使用状況がわかる写真と一緒に使用報告書を提出すること。 

  


